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Global standard intelligence：『EQ』
EQとは
これまで、行動に影響を与える感情は、性格や気質といった先天的な（もしくはそれに近い）領域に起因するため、扱うことが出
来ないとされていました。
しかし、研究の結果、性格とビジネスの成果との相関性はないと、言われています。

◇「ＩＱは学校での成績を予想することは出来ても、ビジネスの成果を予測することは難しい」

◇「EQとは知識や経験、そしてスキルを活かすコア能力である」
◇「ビジネスで高い成果を上げている人たちに共通してみられることは、“相手の感情を理解し、そして自分の
感情を調整する能力が高い”ということであった」

◇「EQの高い上司は、部下を理解し、信頼し、そして支援しようとする。そして、部下はそのような上司を信頼
し、共に働こうとする」

といわれるように、感情が、ビジネスをするうえで重要な要素であることが、認められてきました。そして、業績
を左右

するのは、 『メンバーのEQ能力』 であることが、いろいろな調査でわかってきました。

『EQ』とは、～こころの知能指数～とも呼ばれ、自分と相手の感情を知り、それを上手くコントロールして自分
または他社に働きかける能力 ＝基本的なソーシャルスキル＜目配り・気配り・こころ配り＞＝ の根源となる
もので、トレーニングにより鍛え・伸ばせるものです。

本ソリューションは『EQ』理論の提唱者と提携し、ツール及びソリューションを開発し、提供しております
この『EQ』理論をベースとして、自己のスタイルを認識・分析する事からはじまり、 EQ的人材育成のヒントの
一助となればと思い提案させていただくものです。
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ピーターサロベイ博士
ｴール大学学長

ジョン・メイヤー博士
ニューハンプシャ大学心理学部教授

感情が私たちの行動に重大な影響を与えている。
感情を上手く管理し、活用することは知能である

“Emotional Intelligence” in 1990

EQとは
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EQの高い人は、環境の変化に
すばやく適応、対応できます。

成果につながる行動特性を
数値化します。

『『 EE--SSTSST®®』』

コンピテンシー

知的能力
EQ

日本初EQ検査

検査C

検査D

検査A・B

知的能力は、コミュニケーション
、論理的思考の基礎となります。

～ 多角的で、バランスよく人材を測る ～～

往来の学力重視の採用試験で“求める人材”に出会っていますか？

企業活動の中で成果を出すことのできる人材は、IQ・専門知識・技術だけでは足りません。

環境の変化に対応する力、対人関係能力といった能力が求められる時代に突入しており

ます。EQ検査では人や環境の変化に対応する能力である「EQ」とビジネスパーソンに必要な

行動特性である「コンピテンシー」を往来の学力検査に加えることによって、より多角的に

受験者の人物像に迫ります。

『『 ＥＱ検査ＥＱ検査』』の概要

■受検形式

・ペーパー

■データベース

・日本人１５万件
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•• 変化する環境に対応しながら変化する環境に対応しながら
組織に適応する人組織に適応する人

•• 自ら進んで学び、行動する人自ら進んで学び、行動する人
•• 新しいことに挑戦する人新しいことに挑戦する人

EQEQ

変革と適応性

▽これからは▽
自ら形を変えられる人材の採用・教育

変えられるモノ

ピースの形が変化する
時代に突入！

• 既存の組織にうまく順応する人
• 組織と軋轢を起こさない人
• 決められたことを正しくやる人

協調性と順応性

「性格」
重視

▽従来▽
欠けたピースを埋める採用

変えられないモノ
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「採用」から「育成」まで一貫した活用

EQEQを測るを測る
データの分析データの分析 プログラムの決定プログラムの決定

EQEQを伸ばすを伸ばす

面接面接 ｿﾘｭｰｼｮﾝｿﾘｭｰｼｮﾝ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
の提案の提案

対象者に対象者にEQIEQI®®

を実施を実施EQIEQI®®でで

自分を知る自分を知る

組織における自組織における自
分の位置づけや分の位置づけや
、組織の現状を、組織の現状を
EQIEQI®®で分析で分析

分析をもとに育成分析をもとに育成
モデルを設定し、ソモデルを設定し、ソ
リューションプログリューションプログ
ラムを提案ラムを提案

プログラムプログラム
の実施の実施

採用採用

ELPELPの実施の実施EQIEQI受験受験

EQEQ検査により検査により

採用候補者の採用候補者の
人物像の深堀人物像の深堀

面接時の行動確面接時の行動確
認指標として、検認指標として、検
査結果を活用査結果を活用

EE--SSTSST
受検受検

人材モデル人材モデル

作成作成

入社入社
求める人材求める人材
の育成への育成へ

内定内定

採用から育成、効果検証まで、一貫した採用から育成、効果検証まで、一貫したEQEQデータベースの活用データベースの活用

入社入社

内定者に対し、検内定者に対し、検
査結果を活用し査結果を活用し
てのフォロー研修てのフォロー研修
に活用に活用
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男性性別イーキュー　タロウ　様氏　名01234567受検番号

年齢イー・キュー・サンプル株式会社 25会社名2002年12月31日受検日
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現状認識力

ビジョン創出力

段階

4

3

2

60.2

54.7

41.8

達成行動力

人間関係構築力

メンタルタフネス

4

2

60.2 *

41.8

コミュニケーション力 241.8

354.7

354.7組織適応力

総　　　合 355.2
順位

74/150

36/150

108/150

67/150

54/150

93/150

67/150

97/150

56/150

※) 標準得点欄の * は、無回答もしくは回答方法を誤っている設問・問題数が多いことを示しています。
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139/ 150
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I 総合結果

Ⅱ EQ

総合

Ⅲ コンピテンシー

Ⅳ知的能力

Web受検の結果と差が見られるようですWeb受検との比較（一貫性）

　比較的素直に回答しています応答態度

回答に飾ったところが見られないか、一貫性があるかを示しています。

Ⅷ 応答態度

検査結果から、各々どのような特長が見られるかポイントをまとめています。
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EQ

26人

24人

30人

70人

コンピテンシー

◎・・・5　　○・・・4　　◇・・・3　　△・・・2　　▽・・・1　　□・・・知的能力検査未受験

※受検者の位置と知的能力の段階

Ⅵ相対的ポジション

Ⅴ受検者の特徴

ビジネスパーソンとして望ましい行動特性を発揮し、即戦力としての活躍が期待
できる。かつ、入社後も自ら成長を続け、ハイパフォーマーになることが期待でき
ます。

相手の表情から、その人がどのように感じているかを読みとったり、その場の持つ雰囲気をある程度認
識することができます。相手や周りの人々の気持ちや考えは何かを、ある程度正しく理解することができ
る能力を備えています。

課題達成のために、自らのやる気を起こしたり、仕事が効率的に行えるような感情を、作り出すことがで
きます。また、相手の感情を同じように感じ、共感を示すこともできます。状況によっては他人をやる気に
させたり、顧客や重要人物の注意を引き付けるような、情緒的なアプローチを取ることもできるでしょう。

相手がなぜそのように感じるのか、感情の起こる原因をある程度理解できます。また、場合によっては、
ある状況が起こった時に、相手がこのように感じるであろうと推測することができます。現在はそれほど
大したことはないトラブルでも、そのままにしておくと相手の感情がネガティブになる可能性があることを
ある程度理解して、先手を打った行動を取ったり、人間関係を保持することもできるでしょう。

感情的になった場面でも、問題や課題を解決するためにどんな行動を取ればよいのかを考えた上で、行
動を取ることができます。場合によっては、対人関係を維持したり、対人問題を解決するために、相手や
状況に応じた行動を取ることもできます。その結果、持っている知識やスキルを、仕事や人間関係に適
用し、自分の感情を調整しながら、仕事を進めることができるでしょう。

Ⅶ職種適合率

それぞれの職種に対する適合度合いを10段階で表示しています。

本人が思っているよりは、自分の行動を他者の期待に沿った形
で調整できる能力を持っています。
集団の場での自分の行動について、周囲を上手く活用しながら
行動できているかどうか、確認してみましょう。

54.7組織適応力

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないで予想外のできごとにも冷静に対処できる
かどうか、確認してみましょう。

41.8コミュニケーション力

本人が思っているよりは、他人が何を感じ、考えているのかをう
まく観察したり、理解できていない可能性があります。
人間関係づくりに対する姿勢や具体的な行動について確認して
みましょう。

54.7人間関係構築力

本人が思っている以上に、もっと気持ちの切り替えが上手くでき
る能力を持っています。
予想外のできごとにも冷静に対処できるかどうか、確認してみま
しょう。

41.8メンタルタフネス

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないでしょう。

60.2自己管理力

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないでしょう。

54.7達成行動力

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないでしょう。

41.8ビジョン創出力

本人が思っている以上に、現状の課題を正しく認識し、何をなす
べきかということを捉える能力を持っています。
自分のやりたいことを明確に把握しているかどうか、確認してみ
ましょう。

60.2現状認識力

面接時のポイント標準
得点

コンピテンシー

Ⅸ 面接におけるチェックポイント

検査全体の結果を踏まえて、面接などで確認しておきたいポイントを整理します。

①コンピテンシーごとのチェックポイント

②その他のチェックポイント

Copyright©: TZC EQ Japan, Inc. All Rights Reserved

※E-SSTのご利用につきましては、「ご利用の手引き」をご覧頂き、
　人材の観察から育成まで　効果的にご活用ください。

↑

↓

－

－

↑

－

↑

－

※　適合率は１～１０の段階で「★」または「★」で表され、「★★★★★」が「該当職種に最適」であることを示します。

S a m p l eS a m p l eS a m p l e

web受検時の状態と筆記試験の状態とに変化が見られます。その間に何か心理的な変化がな
かったか、強い衝撃を与えるような出来事に遭わなかったか、どのような状態で検査を受検した
かを確認すると良いでしょう。

感情面において繊細なところがあり、ストレスやネガティブな出来事に対する耐性は低い可能性
があります。これまでにストレスと感じたことに対して、どのように対処してきたかを確認すると良
いでしょう。

物事をやや悲観的に捉える傾向があるか、または受検時にやや否定的な感情を抱いていた可
能性があります。面接時の応答で確認すると良いでしょう。

　★★★Ａ　　人間関係をつくりながら、自分の意見を伝えて、相手を説得する仕事

　★★★★Ｈ　　データの解析や研究開発などの、高度な専門知識が必要とされる仕事

　★★Ｇ　　情報を収集したり、複雑な物事をまとめたりして問題解決を図る仕事

　★Ｆ　　アイデアや発想を生み出し、それを形にする仕事

　★★★★★Ｅ　　仲間と協力して、物を製作したり生産する、活動的な仕事

　★★★★Ｄ　　思いやりや心遣いの大切な、対人サービスを提供する仕事

　★★Ｃ　　自分の裁量が大きく、全体の流れを管理する仕事

　★★★Ｂ　　専門領域に関する知識やスキルを使って、他の人のサポートをする仕事

適合度職種内容

　★★★Ａ　　人間関係をつくりながら、自分の意見を伝えて、相手を説得する仕事

　★★★★Ｈ　　データの解析や研究開発などの、高度な専門知識が必要とされる仕事

　★★Ｇ　　情報を収集したり、複雑な物事をまとめたりして問題解決を図る仕事

　★Ｆ　　アイデアや発想を生み出し、それを形にする仕事

　★★★★★Ｅ　　仲間と協力して、物を製作したり生産する、活動的な仕事

　★★★★Ｄ　　思いやりや心遣いの大切な、対人サービスを提供する仕事

　★★Ｃ　　自分の裁量が大きく、全体の流れを管理する仕事

　★★★Ｂ　　専門領域に関する知識やスキルを使って、他の人のサポートをする仕事

適合率職種内容

受検者数＝ 150　人
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状況に応じた行動を取ることもできます。その結果、持っている知識やスキルを、仕事や人間関係に適
用し、自分の感情を調整しながら、仕事を進めることができるでしょう。

Ⅶ職種適合率

それぞれの職種に対する適合度合いを10段階で表示しています。

本人が思っているよりは、自分の行動を他者の期待に沿った形
で調整できる能力を持っています。
集団の場での自分の行動について、周囲を上手く活用しながら
行動できているかどうか、確認してみましょう。

54.7組織適応力

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないで予想外のできごとにも冷静に対処できる
かどうか、確認してみましょう。

41.8コミュニケーション力

本人が思っているよりは、他人が何を感じ、考えているのかをう
まく観察したり、理解できていない可能性があります。
人間関係づくりに対する姿勢や具体的な行動について確認して
みましょう。

54.7人間関係構築力

本人が思っている以上に、もっと気持ちの切り替えが上手くでき
る能力を持っています。
予想外のできごとにも冷静に対処できるかどうか、確認してみま
しょう。

41.8メンタルタフネス

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないでしょう。

60.2自己管理力

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないでしょう。

54.7達成行動力

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルは
それほど相違がないでしょう。

41.8ビジョン創出力

本人が思っている以上に、現状の課題を正しく認識し、何をなす
べきかということを捉える能力を持っています。
自分のやりたいことを明確に把握しているかどうか、確認してみ
ましょう。

60.2現状認識力

面接時のポイント標準
得点

コンピテンシー

Ⅸ 面接におけるチェックポイント

検査全体の結果を踏まえて、面接などで確認しておきたいポイントを整理します。

①コンピテンシーごとのチェックポイント

②その他のチェックポイント

Copyright©: TZC EQ Japan, Inc. All Rights Reserved

※E-SSTのご利用につきましては、「ご利用の手引き」をご覧頂き、
　人材の観察から育成まで　効果的にご活用ください。

↑

↓

－

－

↑

－

↑

－

※　適合率は１～１０の段階で「★」または「★」で表され、「★★★★★」が「該当職種に最適」であることを示します。

S a m p l eS a m p l eS a m p l e

web受検時の状態と筆記試験の状態とに変化が見られます。その間に何か心理的な変化がな
かったか、強い衝撃を与えるような出来事に遭わなかったか、どのような状態で検査を受検した
かを確認すると良いでしょう。

感情面において繊細なところがあり、ストレスやネガティブな出来事に対する耐性は低い可能性
があります。これまでにストレスと感じたことに対して、どのように対処してきたかを確認すると良
いでしょう。

物事をやや悲観的に捉える傾向があるか、または受検時にやや否定的な感情を抱いていた可
能性があります。面接時の応答で確認すると良いでしょう。

　★★★Ａ　　人間関係をつくりながら、自分の意見を伝えて、相手を説得する仕事

　★★★★Ｈ　　データの解析や研究開発などの、高度な専門知識が必要とされる仕事

　★★Ｇ　　情報を収集したり、複雑な物事をまとめたりして問題解決を図る仕事

　★Ｆ　　アイデアや発想を生み出し、それを形にする仕事

　★★★★★Ｅ　　仲間と協力して、物を製作したり生産する、活動的な仕事

　★★★★Ｄ　　思いやりや心遣いの大切な、対人サービスを提供する仕事

　★★Ｃ　　自分の裁量が大きく、全体の流れを管理する仕事

　★★★Ｂ　　専門領域に関する知識やスキルを使って、他の人のサポートをする仕事

適合度職種内容

　★★★Ａ　　人間関係をつくりながら、自分の意見を伝えて、相手を説得する仕事

　★★★★Ｈ　　データの解析や研究開発などの、高度な専門知識が必要とされる仕事

　★★Ｇ　　情報を収集したり、複雑な物事をまとめたりして問題解決を図る仕事

　★Ｆ　　アイデアや発想を生み出し、それを形にする仕事

　★★★★★Ｅ　　仲間と協力して、物を製作したり生産する、活動的な仕事

　★★★★Ｄ　　思いやりや心遣いの大切な、対人サービスを提供する仕事

　★★Ｃ　　自分の裁量が大きく、全体の流れを管理する仕事

　★★★Ｂ　　専門領域に関する知識やスキルを使って、他の人のサポートをする仕事

適合率職種内容

受検者数＝ 150　人

総合評価

EQ

コンピテンシー

受検者の特徴

面接における

チェックポイント

応答態度 職種適合率

相対的ポジション

受験者の位置を確認
受検者のポテンシャ
ルとパフォーマンスを
確認

保有能力のバランス
を確認

発揮行動のバラ
ンスを確認

EQの保有状況から
見た特徴を記載

a)標準得点下の↑↓

～より行動できる可能性

があるか

↑＝可能性あり

↓＝可能性に疑問

b)面接時のﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ

～面接で確認しておきた
いポイント

＊保有能力と発揮行動の
GAPを踏まえたコメント

飾ったところがないか、一貫性があるか？ 適合率を10段階で表示

知的能力

言語・論理、数理・推論
能力から地頭の良さを
確認

EE--SSTSST結果報告書結果報告書

Global standard intelligence：『EQ』

EQEQ → 感情能力
EQは誰にでも備わっており、鍛えることのできる能力です。自分や他人の感情を適切に察知し、共感したり、働き
かけられる能力です。EQの高い人材は他者からの支援や理解が得られやすく、環境に適応する能力も高いので、
ビジネスにおいて成果につながりやすい調査結果が出ております。

EQ

サロベイ・メイヤーモデル©

感情の識別

自分や他者の感情を
正確に読み取る

ブランチ１
Identify

感情の利用

自分をモチベートしたり
他者の気持ちに
共感する

ブランチ２
Use

感情の理解

自分や他者に生まれた感情の
原因を考え、次なる変化を予測

する

ブランチ３
Understand

感情の調整

他者のこころに働きかけるた
めに、自分のこころを

調整する

ブランチ４
Manage

標準得点標準得点
（最高80点⇔最低20点

平均50点）
段階段階

（最低1⇔最高5）
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コンピテンシーコンピテンシー → 発揮している行動特性

組織風土や慣習を感じ取り、相応に行動変容できる能力組織適応力組織適応力

他人の話に耳を傾け、自己表現が適切にできる能力コミュニケーション力コミュニケーション力

思いやりを持ち、積極的に他者と協働できる能力人間関係構築力人間関係構築力

外的圧力に対して強い精神力を維持できる能力メンタルタフネスメンタルタフネス

状況に合わせて適切な感情のコントロールができる能力自己管理力自己管理力

目標に向かって自発的に取り組み続けることができる能力達成行動力達成行動力

自律的に行動し、目的や目標を明確化できる能力ビジョン創出力ビジョン創出力

的確に状況を把握し、適切な判断ができる能力現状認識力現状認識力

定義コンピテンシー

基本的な8つのコンピテンシーに関し、現在どのくらい発揮できているかを測定しています。入社後
の即戦力としての可能性を測定することができ、採用から入社後の教育まで一貫した観察・育成に
利用することが可能です。

Global standard intelligence：『EQ』

他社検査との違い他社検査との違い

他社検査を木で例えると・・・

葉っぱや幹、種類を測定する検査は多いの
ですが、根っこを測定できるものは弊社の
EQの特長です！

性格は変えにくいものです。また知的能力、
一般常識は重要ではありますが、それらを
活かすのも殺すのも、その人物が保有する
感情能力（EQ)なのです。

また、EQは適切な訓練、教育によって木の
根のように鍛えることができるものですので
採用のみならず教育のシーンでも活用する
ことができます。

葉っぱ＝知的
能力

幹・枝＝コンピテ
ンシー

根っこ＝EQ
弊社の検査

↓

潜在化された能力

顕在化された能力

↑

他社検査

種類＝性格

Global standard intelligence：『EQ』

EQ検査と360度評価との関係

EQ検査の行動特性の領域を本人だけではなく、周囲からもつけることにより、

本人の無意識の行動があぶりだされ、本人と周囲の認識のギャップとその原因を探る

ことが可能

①自分が思っている自分（意識）

「いつも冷静」

②他者から見た自分（行動）

「イライラしていることがよくある」

③能力から推測される自分（能力）

「自分の感情の調整が

十分できていない」

ギャップ

意識している行動と

その発揮度合いとを

分析して、ギャップな
ど

異なる原因をEQ能力
から特定。

Global standard intelligence：『EQ』
他社検査とＥＱ検査の比較

測定領域の比較

行動

知識･スキル 行動特性

性格 価値観

能力
EQ

IQ

変化しにくい

変化しやすい

1

2

｢能力(EQ)」と「行動特性」の2つ
の領域は、比較的変化のしやす
い領域を測定しています。

1．管理職になった際のリスクが
わかる

2．能力や行動特性の中で
役割に達していない場合は、
能力を伸ばしたり、行動特性
を変えることができる

｢能力(IQ)」と｢性格｣、｢価値観｣
の3つの領域は、人間の行動
のベースとなる比較的変化の
しにくい領域を測定しています。

1．性格の特徴がわかる

2．本人の適正と指向性が
わかる

特
徴

左図の１の領域

・EQ能力
・行動特性

左図の2の領域
・IQ能力(概念理解、論理志向)
・性格特性

・価値観(指向性)

測
定
領
域

EQ検査（①の領域）他社（②の領域）

測定領域の比較ポイント

測定領域で大きく異なるのは、他社検査は｢変化しにくい領域」、ＥＱ検査は｢変化しやすい領域」ということです。その

ため、他社検査は、性格的な特徴と業務タイプのどのタイプに向いているのかがわかります。一方、ＥＱ検査では、

役割を満たすために何が足りないかのリスクを確認することができ、その後の対応により能力を伸ばすことができま

す。

0
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検
査
品
質

・マークシート方式・Web方式・コンピュータ採点マークシート方式・コンピュータ採点検査方法

EQ能力 + 行動特性 ： 55分： 110分実施時間

検査の信頼性は非常に高い○検査の信頼性は非常に高い○信頼性

ネガティブ傾向、ポジティブ傾向、及びストレスの

感じやすさの重要ポイントに絞りチェック△
対人関係と課題解決面の2つの側面に
ついて表れやすい特徴を示している○性格

ストレス耐性や現在のストレス状態を、コンピテンシー検
査(自己申告制）とEQ能力の側面から測定できます。○ストレス関係のことはわからない×ストレス耐性

言語・論理、数理・推論能力から地頭の良さを確認

知識面よりも対人面を重視する場合、IQは測定しない△概念的理解と論理的思考を測定する○IQ(基礎能力)

これまでに身に付けたスキルや経験・経験を状況や相
手によって使い分けることのできる能力(EQ能力)を測定
する唯一の検査

○×EQ

ＥＱ検査他社検査

検
査
項
目

ＥＱ検査の最大のメリット

･自己申告制の検査ではなく能力検査であるため、意図的な回答ができない。

･ストレス耐性を能力検査と行動特性検査の側面から測定する。

（ストレス耐性を能力検査で測定できる。）

Quality

Delivery

Global standard intelligence：『EQ』

↑
EQ

コンピテンシー

？

教育や環境次第で
光る可能性大（

保
有
能
力
が
高
い
）

（適切な行動をしている）→

即戦力としての
行動は発揮。

即戦力として
ハイパフォーマーに
なる可能性大

一目で受験者の相対的ポジションが見れます！相対的ポジション相対的ポジション

低 高

高

Global standard intelligence：『EQ』

本人が思っているよりは、自分の行動を他者の期待に沿った形で調整で
きる能力を持っています。
集団の場での自分の行動について、周囲を上手く活用しながら行動できて
いるかどうか、確認してみましょう。

54.7組織適応力

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルはそれほど
相違がないので予想外のできごとにも冷静に対処できるかどうか、確認し
てみましょう。

41.8コミュニケーション力

本人が思っているよりは、他人が何を感じ、考えているのかをうまく観察し
たり、理解できていない可能性があります。
人間関係づくりに対する姿勢や具体的な行動について確認してみましょう
。

54.7人間関係構築力

本人が思っている以上に、もっと気持ちの切り替えが上手くできる能力を
持っています。予想外のできごとにも冷静に対処できるかどうか、確認して
みましょう

41.8メンタルタフネス

このコンピテンシーについては、検査結果と現実の行動レベルはそれほど
相違がないでしょう。

60.2自己管理力

面接時のポイント標準得点コンピテンシー

面接におけるチェックポイント面接におけるチェックポイント

↑

↑

↑

－

－

標準得点標準得点（最低20点⇔最高80点 平均50点）

応募者が貴社が求めるEQコンピテンシーを十分に発揮できる人材かどうか見極めるための面接チェックポ
イントです。受験者の特徴と確認すべきポイントを記載しています。

Global standard intelligence：『EQ』
ＥＱモデルデリング

理想の人材像を可視化し、教育・採用への示唆とすることが可能です。

モチベーションが高いモチベーションが高い

こうやるんだ！という
『強い意志がある』

こうやるんだ！という
『強い意志がある』

『状況判断力ある』
周囲の状況をしっかり見極めようと
する姿勢をもっている。
状況モニタリング＞情緒的感受性
のバランスが的確な判断ができる。

『状況判断力ある』
周囲の状況をしっかり見極めようと
する姿勢をもっている。
状況モニタリング＞情緒的感受性
のバランスが的確な判断ができる。

30

40

50

60

70
私的自己意識

社会的自己意識

抑鬱性

特性不安

自己コントロール

ストレス対処

精神安定性

セルフ・エフィカシー

達成動機

気力充実度

楽観性

情緒的表現性
ノンバーバル・スキル

自主独立性

柔軟性

自己主張性

対人問題解決力

人間関係度

オープンネス

情緒的感受性

状況モニタリング

感情的温かさ

感情的被影響性

共感的理解
過去の経験を学びつつ、
不安なく将来に取り組める
バランス

過去の経験を学びつつ、
不安なく将来に取り組める
バランス

『人間関係構築力がある』
対人問題解決力＞人間関係度
のバランスが長期にわたり良好
な人間関係を築ける

『人間関係構築力がある』
対人問題解決力＞人間関係度
のバランスが長期にわたり良好
な人間関係を築ける

E
Q
能
力
平
均 感情の調整 ６０

感情の理解 ５３

感情の利用 ５８

感情の識別 ４５
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35

40

45

50

55

60

65
コンピテンシー総合

現状認識力

ビジョン創出力

達成行動力

自己管理力メンタルタフネス

人間関係構築力

コミュニケーション力

組織適応力

配属後　高群 配属後　低群

■■ 分析事例；分析事例； 新卒配属後のパフォーマンスの観点での分析新卒配属後のパフォーマンスの観点での分析

【考察】

配属後においても高いパフォーマンスを発

揮しているのは、採用段階に「組織適応力」

「人間関係構築力」「現状認識力」「自己管

理力」が高い新入社員であった。

※配属後のパフォーマンスの高低は、所属先

の上司がアンケートに回答し、複数の項目につ

いて「できている」「できていない」を評定。その

評定得点により、『高群』『低群』を定義。

Global standard intelligence：『EQ』

35

40

45

50

55

60

コンピテンシー総合

現状認識力

ビジョン創出力

達成行動力

自己管理力メンタルタフネス

人間関係構築力

コミュニケーション力

組織適応力

S評価群 A評価群 その他群

35

40

45

50

55

60

EQ総合

感情の識別

感情の利用感情の理解

感情の調整

S評価群 A評価群 その他群

■人事考課「遂行力」との関連で観点での分析■人事考課「遂行力」との関連で観点での分析 ※※中途採用中途採用

・・・ 考課S評価群の特徴的な要素

【考察】

考課の段階が高い社員は、感情的になった場面でも、効果的な行動を取ることができ、主体的に物事に取り組んでいるようで
す。また、物事に対して肯定的に捉え、ストレスを感じる場面において気持ちを切り替えながら、周囲の期待に沿った行動を取
ろうとしています。

Global standard intelligence：『EQ』

EE--SSTSST－検査ラインナップ－検査ラインナップ

150問：約15分
(全問回答）

100問:35分検査A：45問(25分)
検査B：25問(30分)

問題数と時間

○

コンピテンシー

105105分分
（休憩含まず）

○○E-SST 

所要時間EQ知的能力

ニーズに合わせ検査を選択することが可能となります。

150問：約15分
(全問回答）

100問:35分問題数と時間

○

コンピテンシー

5050分分
（休憩含まず）

○E-SST‐C

所要時間EQ

人物を総合的に把握したい

他の検査と組み合わせたい／検査時間を短縮したい

Global standard intelligence：『EQ』

検査処理依頼～データ納品

報告書出力依頼

午前到着分

翌日12時までに

データ送信

当日18時までに

データ送信

午後到着分

翌日12時までに

データ送信

午前、午後問わず

300件を超えるもの

EQJ処理センター
到着 データ送信

午前ご依頼分

午後ご依頼分

当日発送

翌日発送

報告書出力依頼 報告書発送

・検査処理済みで結果データを

保有している場合

・処理依頼と同時に

報告書出力をご希望の場合

検査処理依頼

お客様より受検済

検査が到着

検査の納品方法と時間について検査の納品方法と時間について
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＜民間企業一例＞

■日本電気株式会社（ＮＥＣ）様

キャリアビジョン策定のため、全社員に対し、自己理解プログラ
ムを実施。ＥＱジャパンが育成・教育したキャリアアドバイザーが
集合研修及び個別対応でEQを活用。 導入４年目になるがEQ研
修に関する参加者ニーズは年々高まっている。

■大手国内自動車メーカー Ａ

エグゼクティブ養成コースを実施。

「感情に関するトレーニングの重要性を知った」「感情に意識した

事がなかったので、新しい発見があった」「人のコミュニケーショ

ンに役立つ」など最高の評価を頂く。

■大手国内自動車メーカー B

管理職研修を実施。EQを活用した自己理解プログラム。

■大手金融

支店長研修でEQを導入。
現在窓口サービスではＮｏ１の評価となっている。

■大手証券会社

管理職向けに個別コーチングを実施。

■国内大手メーカー系システム会社

部下と上司の対話促進のため導入。
全管理職に対し、個別コーチングを実施。

■大手流通系のシステム会社

考課者研修に活用。ＥＱ検査結果より自分の、考課者としての
スタイルを知り、OJTで活用。

■セイコーエプソン労働組合様

組合の自律を目的としてＥＱを活用したプログラムを実施。

組合員のデータより、組織全体を客観的に分析、次世代のある
べき組合員像等も分析中。

■大手家電メーカー

ＩＴ系事業部管理職にEQを導入。評価が高く部下のマネジメント
にＥＱの発揮で楽になると評価。

■大手外食産業

新卒採用シーンにおいての自己理解プログラム。自社で在籍し
ているアルバイトを対象。

＜教育機関一例＞

■金沢工業大学院様

EQ検査ｼｽﾃﾑを導入。年4回の受験し、成長の軌跡と課題を
確認。社会人大学院生向けﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実施。

＜公的機関一例＞

■岐阜県庁様

職員採用でＥＱ検査を導入。

■東京都・某区役所

職員採用でEQ検査を導入。現在、職員の理想像を分析中。

■北九州市教育委員会
教員採用でEQ検査を導入。現在、研修等にも活用

導入企業様事例導入企業様事例


